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　国際連合食糧農業機関 （FAO）「世界森林資源評価 2015；Global Forest Re-
sources Assessment（FRA）2015」の統計を基に、正味の森林減小面積の上位
国で、2010年から 2015年の減少率が今後継続すると仮定して計算すると、ア




































































































　（1）米国の国土面積 9億 1300万 haのうち、森林は 2億 9300万 haであるが、
うち多くが太平洋沿岸諸州とアラスカにある国有林は約 7600万 haであり、



































































































































































































































































































































































































































12）　国連食糧農業機関（FAO）『State of the World’s Forests 2005』
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樹林を、50年、100年、150年先の姿を予想してつくりあげ、天然更新により
維持していくことを目標に、約 10万本の献木と延べ 11万人の青年の奉仕に
より 100年前につくられた。現在はオオタカなど貴重な生物が生息する豊か
な生態系を構成している。
　古代の日本では、山や川といった自然がそのまま神や仏であるとされていた
ことからも、明治神宮で森林の再生事業が行われたことは象徴的である。
　今後国有林管理当局が事業主体となって、日本全国において、生物の内在的
価値を尊重して、原生林を復活させるような森林の再生事業が行われるべきで
ある。
　（2）森林は、生物の宝庫である。したがって、森林への対応は、生物への対
応と同義であり、森林への対応は、「生物の多様性が有する内在的な価値並び
に生物の多様性及びその構成要素が有する多様な価値を尊重」することが必要
である。
　国有林は、国有地であって、いかなる個人も所有していない、いわば私有財
産制の外にある。国有林が、私有財産制の外にあることから導き出されるのは、
国有林は、私有財産制を制約する原理である「生物の内在的価値を尊重するこ
と」に即し、国有林内の動植物を保護することを目的とし、生態系の持続可能
性を確保することを旨として国有林経営を行うべきである。
5　住宅地における森林化
　森林を拡大していくためには、人間の生き方を自然環境に適合するような行
動様式にしていくことが必要となる。先進国のライフスタイルを、森林のそば
で暮らすライフスタイルに変えていく必要がある。
　今日、都市が形成されている地域の中に森林を再生する事業が行われるべき
であり、都市の中に森林を形成することにより、森のそばで都市生活を営むこ
とができる生活を実現することができる。
　自然公園法がゾーニング法であるように、ゾーニング法である都市計画法を
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自然環境保全のために活用すべきである。武蔵野などの旧森林地域での市街化
区域においては、狭小道路についてもセットバックの手法等により、街路樹の
植栽を促し、また、住宅の建蔽率を引き下げて、住居の庭が樹林地化されるこ
とを促進すべきである。
　更に、交通網や電柱のような公共物については、地下に敷設し直すことを推
進し、施設の移転により生じた空地を、樹林地とすべきであり、これらの対応
により、都市に樹林を復させるべきである。
6　結語
　地球環境のために、世界の森林を保全していくためには、人間が、自然環境
に適合するような行動様式を獲得することを基本的な解決策としていく必要が
ある。多くの人が、生物の宝庫である森のそばで生活することを選択すること
が可能である社会を形成していくべきだと考えられる。先進国、開発途上国を
問わず、森のそばで、日々の生活や仕事を行うことができるような社会づくり
を目指していくべきである。
